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第11表 開ケ丘周辺の製鉄関連遺跡一覧
番号 遺跡 名 遺構名 形態分類・備考 番号 遺跡名 形態分類 備考 番号 遺跡名 形 熊 分 類 ・備 考

l 開ケ丘狐谷 Ⅲ E区炭禁 IB-2a 開ケ丘狐谷Ⅳ 焼 壁 土 坑 =含ヒJヒ Il 製鉄 炉

T区炭祭 b IB-3a 開 ケ丘 狐 谷 ] 焼壁土坑 三熊 北 Ⅲ 炭 窯

2 開 ケ丘 中 山 I 炭 窯 IB 2aあ るいはIB 2c 開 ケ丘 狐 谷 焼 壁 土 坑 山本 太 子 窯 跡 炭 窯

3 開ケ丘中山V 1号窯 d IB-ld 三熊 中 山窯 跡 IB-2a 野 田池 C 製鉄炉・炭窯

2号窯 不 明 三熊 内 山雫 跡 群 梨 徐 併→告 艦 窒 野田池B 炭窯

製鉄炉 半地下式円形竪型炉 坂下新 I窯跡群 製鉄炉・炭窯 野田A 製鉄炉・炭窯

4 御坊山 1号窯 f IB-2a 池田官前窯跡 炭窯 草山B 製鉄炉・炭窯

2号窯 宮 IB 3類 三熊 製鉄 椎土 製鉄炉 炭窯

3号窯 h IB 2aあ るいはIB 2c 三熊袋田 須恵器窯・炭窯 石 太 郎 G 製鉄炉・炭窯

製鉄 炉 半地下式円形竪型炉 坂下新 ]窯跡群 炭 窯 上野赤坂 A 裂 鉄 甲 ・ 反 窯

5 開 ケ丘 中 山 Ⅲ 焼壁土抗 坂 下 新 Ⅲ窯 跡 炭 窯 石 太 郎 C 裂鉄 炉 ・ 炭 窯

6 開 ケ丘 中 山 Ⅳ 1号窯 k 中世 の炭 窯 坂 下 新 Ⅳ窯 跡 製鉄 炉 土 台 A
2号窯 1 室 律 加 V 須 恵 器 窯 ・炭 窯 表 野 炭窯

3号窯 室仁 池 Ⅵ 裂鉄 炉  炭 窯 東山Ⅱ 製鉄炉・炭窯

7 開ケ丘中山窯跡 炭窯 室住池Ⅶ 製鉄炉 東山 I 製鉄炉

8 開ケ丘中 集落 生 産 室住池Ⅳ 炭窯 高 山 炭窯

9 開ケ丘ヤシキグ 集落 土師器窯 室住池Ⅱ 製鉄炉・炭窯

第12表 開ヶ丘地内・周辺古代生産関連遺構
14c年

代測定結果一覧
遺跡名 区 遺構番号 所属時期 ラベル 補正年代

コ
CBP 暦年被IcralBC(95%信頼限界) code No 分析法

開ケ丘狐谷Ⅲ E 炭窯 余良～平安 補強材 (構築材 ) 1280=L40 661-783 (89%) Iい堂代おr3038ユ ハごvIS

炭窯 b 余良～平安 炭窯サンプル8出土炭化材 1280± 30 665780(9990/。 ) MIJC-04021 AMS
開ケ丘中山V 1号炭窯 d 奈良～平安 第1号窯出土炭化材 1290=L40 658-782 (94%) Iハロ蛹代-10351 AMS

1340=L40 640733(80%) Iハu嶋代-10352 AMS
開ケ丘中山 IV H 1号炭窯 k 奈良～平安 H区第 1号窯 出土炭 ヒ材 1070=L40 894-1021 (100%) Iハロ仝口代-10342 AMS

2号炭窯 1 奈良～平安 H区第 2号窯 出土炭 ヒ材 970=L40 9951162(100%) Iハu令口代-10344 AlvIS

1号炭窯 奈良～平安 H区第 3号窯 出土炭 ヒ材 990=L40 983-1073 (58%) IAu地ヘー10343 AMS
1号炭窯 k 奈良～平安 H区第 1号窯 出土炭 ヒ材 750三 L50 11841305(94%) Iハロ代-52 β

2号炭窯 1 奈良～平安 H区第 2号窯 出土炭 ヒ材 1070こL80 7771072(89%) IA口代54 β

3号炭窯 奈良～平安 H区第3号窯 出土炭 ヒ材 1230=L50 675-896 (97%) Iハロ代-53 β

御坊山 l号窯 f 奈良～平安 炭窯出土炭化材 木炭61 1290=L70 638894(99%) PAL967 19

2号窯 g 奈良～平安 炭窯出土炭化材 木炭27 1210三L70 681-905 (85%) RttL970 β

※暦年較正にはCALIB 4 4を 使用した。
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